
告

示

別
表
第
一
の
東
北
外
国
語
専
門
学
校
の
項
中
「
東
北
外
国
語
専
門
学
校
」
を
「
東
北
外
語
観
光
専
門
学
校
」に
改
め
、

同
表
の
国
際
自
動
車
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校
の
項
及
び
東
京
ベ
イ
サ
イ
ド
日
本
語
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
の
中
央

国
際
文
化
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

幕
張
日
本
語
学
校

千
葉
県

明
友
日
本
語
学
院

千
葉
県

別
表
第
一
の
ヨ
ハ
ン
日
本
語
学
校
の
項
中
「
ヨ
ハ
ン
日
本
語
学
校
」
を
「
ヨ
ハ
ン
早
稲
田
外
国
語
学
校
」
に
改
め
、

同
表
の
愛
聖
教
育
学
院
の
項
及
び
豊
島
日
本
語
学
院
の
項
を
削
り
、
同
表
の
和
円
教
育
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

新
宿
平
和
日
本
語
学
校

東
京
都

東
京
ベ
イ
サ
イ
ド
日
本
語
学
校

東
京
都

中
央
工
学
校
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
日
本
語
科

大
阪
府

別
表
第
一
の
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
の
項
中
「
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
」を「
広

島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
」
に
改
め
、
同
表
の
専
門
学
校
さ
く
ら
国
際
言
語
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

専
門
学
校
さ
く
ら
国
際
言
語
教
育
学
院

山
口
県

別
表
第
一
の
昴
学
園
総
合
専
門
学
校
日
本
語
学
科
の
項
中
「
昴
学
園
総
合
専
門
学
校
日
本
語
学
科
」
を
「
専
門
学
校

昴
学
園
自
動
車
大
学
校
」
に
改
め
、
同
表
の
九
州
日
本
語
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

神
村
学
園
専
修
学
校

鹿
児
島
県

別
表
第
四
の
好
学
院
国
際
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

国
際
自
動
車
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

栃
木
県

別
表
第
四
の
国
際
日
本
語
研
修
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

愛
聖
教
育
学
院

東
京
都

豊
島
日
本
語
学
院

東
京
都

別
表
第
四
の
大
阪
国
際
学
院
日
本
橋
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

学
校
法
人
文
際
学
園
大
阪
外
語
専
門
学
校
日
本
語
科

大
阪
府

附
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こ
の
告
示
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
平
成
二
十
二
年
法
務
省
令
第
十
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

平成™™年�月™š日 水曜日 第œšš 号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
及
び
就
学
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に

基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
年
法
務
省
告
示
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

別
表
第
一
の
丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
日
本
語
科
の
項
中
「
丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
日
本
語
科
」
を
「
丸
の

内
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
」
に
改
め
、
同
表
の
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
外
国
語
専
門
学
校
の
項
中
「
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
外
国
語
専
門

学
校
」
を
「
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
外
国
語
・
ホ
テ
ル
専
門
学
校
」
に
改
め
、
同
表
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
学
園
の
項
中
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
学
園
」

を
「
華
聯
学
院
京
都
校
」
に
改
め
、
同
表
の
学
校
法
人
文
際
学
園
大
阪
外
語
専
門
学
校
日
本
語
科
の
項
を
削
り
、
同
表

の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
国
際
教
育
学
院
の
項
中
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
国
際
教
育
学
院
」
を
「
Ｊ
国
際
学
院
」
に
改
め
、
同
表
の
大
阪
外
語

学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
四

バ
リ
ウ
ム
鉱
（
機
構
法
第
十
一
条
第
一
項
第

五
号
か
ら
第
七
号
の
場
合
に
限
る
。）

三
十
五

ハ
フ
ニ
ウ
ム
鉱
（
機
構
法
第
十
一
条
第
一
項

第
五
号
か
ら
第
七
号
の
場
合
に
限
る
。）

三
十
六

レ
ニ
ウ
ム
鉱
（
機
構
法
第
十
一
条
第
一
項
第

五
号
か
ら
第
七
号
の
場
合
に
限
る
。）

三
十
七

タ
リ
ウ
ム
鉱
（
機
構
法
第
十
一
条
第
一
項
第

五
号
か
ら
第
七
号
の
場
合
に
限
る
。）

三
十
八

そ
う
鉛
鉱
（
機
構
法
第
十
一
条
第
一
項
第
五

号
か
ら
第
七
号
の
場
合
に
限
る
。）

第
十
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

機
構
法
第
十
一
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
金
属
鉱
産
物
は
、
前
項
第
四
号
、
第
六
号
、第
九
号
、

第
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
及
び
第
二
十
五
号
か

ら
第
三
十
八
号
ま
で
の
金
属
鉱
物
に
つ
い
て
、
選
鉱
、

製
錬
そ
の
他
の
加
工
を
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
付
帯
す
る
」
を「
附
帯
す
る
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

機
構
は
、
機
構
法
第
十
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務

に
係
る
勘
定
の
経
理
に
つ
い
て
は
、
機
構
法
第
十
一
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
（
金
属
鉱
物
に
係
る
権

利
譲
受
け
資
金
に
係
る
も
の
に
限
り
、
こ
れ
に
附
帯
す

る
業
務
を
含
む
。）に
係
る
経
理
と
そ
の
他
の
経
理
と
を

区
分
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
条
」

に
改
め
、「
機
構
法
第
十
七
条
第
一
項
の
政
府
が
示
し
た
金

額
を
超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
限
度
で
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
六
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
五
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
機
構
法
第
十
八
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
）

第
二
十
六
条

機
構
法
第
十
八
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
は
、
前
事
業
年
度

（
前
事
業
年
度
の
終
了
後
、
通
則
法
第
三
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
前
々

事
業
年
度
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る

前
条
の
規
定
に
よ
る
損
益
計
算
に
よ
り
増
加
又
は
減
少

し
た
信
用
基
金
に
、
機
構
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
信
用
基
金
に
充
て
る
べ

き
も
の
と
し
て
前
事
業
年
度
の
終
了
後
に
出
資
さ
れ
た

金
額
を
加
え
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
る
保
証
に
係
る
債
務
の
履
行
と
し
て
前
事
業
年
度

の
終
了
後
に
支
払
っ
た
金
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

２

機
構
は
、
機
構
法
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
る
保
証
に
係
る
債
務
の
現
在
額
が
前
項
の
規
定
に

よ
る
金
額
に
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱

物
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
五

十
四
号
）
第
十
二
条
に
定
め
る
数
を
乗
じ
た
額
を
超
え

る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
新
た
に
同
号
の
規
定
に
よ

る
保
証
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由

に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
承
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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